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概 要

トンネル内の空気の状態を計測し、換気設備を最適に運転
させるための計測・制御システムを構成する計測装置。トン
ネル内の視環境、有害な気体の濃度、風の流れなどを計測し、
ここで得られた計測データから、各種制御方式により、トン
ネル内に設置された換気設備の運転パターンを決定する。
①煙霧透過率測定装置（VI 計）
視環境悪化の原因となるトンネル内の煤煙状態を、光の透
過率で測定する装置。投光部と受光部を１００m離して配置
し、受光部に到達する光の量を測定、百分率で表示する。
トンネル照明下における視感透過率測定に最適である。

②計測盤
VI 計の計測値を表示し、換気制御、遠方監視に必要な計
測信号を出力する。

特 長

①煙霧透過率測定装置（VI 計）
・機器構成：投光部、受光部、電源BOX
・消費電力：投光部１５VA以下、受光部３７VA以下
・測定方式：連続光変調方式

（光ファイバーによる自動校正機能付き）
・測定距離：１００m（標準）
・測定精度：F．S．±２％
②計測盤
・構 造：屋内自立型単位閉鎖配電盤構造（VI、CO、AV
値を処理する処理ユニットを内蔵）
※計測処理ユニットは、個別ユニットタイプになっている
ため、計測機器追加時等容易に対応が可能である。

・消費電力：約３００VA
●VI 計と計測盤の処理ユニットは、同社既設設備と互換性
を持っており、部分更新が可能である。ただし、一部対応
できない処理ユニットもあるため、詳細は問い合わせされ
たい。

換気設備全体図

［凡例］
JF：ジェットファン
CO計：一酸化炭素検出装置
AV計：風向風速測定装置
VI 計：煙霧透過率測定装置
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100meters（Standard）
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煙霧透過率測定装置（VI 計）の概念図

②計測盤

トンネル換気設備

煙霧透過率測定装置（VI 計）
計測盤
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